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研究成果の概要（和文）：本研究では、従業員の加齢と革新的行動との関係、及び加齢とともに革新的行動が維
持・促進されるための条件要因を理論的・実証的に検討することを目的とし、具体的には、①日本企業の文脈に
おける中高年人材に求められる革新的行動の概念精緻化と定量的に測定可能な尺度開発、②人材の加齢と革新的
行動との関係の検討、及び③加齢を経ても革新的行動が維持・促進されるための組織・職場・個人の条件要因の
析出と検証を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the relationship between employee 
aging and innovative behavior, and the conditional factors for maintaining and promoting innovative 
behavior as employees age. Specifically, this study aimed to (1) elaborate the concept of innovative
 behavior required of middle-aged and older employees in the context of Japan and develop 
quantitatively measurable scales, (2) an examination of the relationship between employee aging and 
innovative behavior, and (3) the analysis and verification of the organizational, workplace, and 
individual condition factors for the maintenance and promotion of innovative behavior even after 
aging.

研究分野： 経営学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、組織内の人材の高齢化が進んでいる日本の企業がいかに中高年人材の革新的行動を向上させ、組織全
体が柔軟に環境適応し持続的な競争優位を高めるかに関する新たな理論構築に向けた着実な前進をもたらすもの
と考えている。また、日本企業における中高年人材の革新的行動を維持・促進する諸条件の特定化作業を通じ、
今後高齢化が一層進む企業の経営者及び人事マネジャーに対する実践的インプリケーションを提供することが期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の開始当初の背景及び問題意識は以下の通りである。 
 「アイデアの創出、普及、そして実行に至るまで組織におけるあらゆる革新的プロセスに関わ
る個人の自発的行動」（Ng et al., 2010, p. 745）として定義される革新的行動は、組織の中の若年
層もしくは現場の最前線のみに求められるわけではなく、組織で重要な役割を担う機会が多く、
かつ若年層の育成にも影響する中高年人材にこそより一層の革新的行動が求められている（Ng 
& Feldman, 2013）。 
 しかしながら、従業員の「革新的行動」が、（1）加齢によってどのように変化するのか、及び
（2）いかなる条件（組織・職場・個人）の下であれば革新的行動が加齢により維持・促進され
るかについて十分に検討されていない点である（Ng & Feldman, 2013）。もう一つの問題点は、革
新的行動に対する曖昧な概念的定義である。特に、革新的行動は組織メンバーの役割外行動と文
脈的パフォーマンスの側面を持っているため、その概念は国、制度、もしくは産業といった文脈
によって異なることが考えられる。日本では、問題発見と解決行動、重要情報収集行動、顧客優
先行動、そして発案と提案行動など、組織の革新に貢献する従業員による自発的行動として定義
されている（高石・古川, 2009）。しかし、超高齢社会を迎えた日本固有の社会的・構造的特徴が
反映された新たな革新的行動モデルの構築が試みられるまでには至っていなかった。 
  
２．研究の目的 
 上記の問題意識に基づき、本研究では以下の 3 つの研究目的を設定した。すなわち、（1）日本
企業の文脈における中高年人材に求められる革新的行動の概念精緻化と定量的に測定可能な尺
度開発、（2）時系列での観測に基づく人材の加齢と革新的行動との関係の検討、及び（3）加齢
を経ても革新的行動が持続的に維持・促進されるための組織・職場・個人の条件要因（contingency 
factors）の析出と検証の 3 点である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、2017 年から 2020 年度までの 4 年間にわたり、日本企業及び中高年人材（45 歳以
上）を対象とした「人材の加齢―革新的行動」の関係について 3 つの調査プロジェクトを立ち上
げ、申請者、研究分担者、及び国内外の研究協力者との役割分担と相互協力をもとに実施した。 
 調査プロジェクト I では、主に文献レビュー及び定性調査（インタビュー調査・ディスコース
分析）に基づき、革新的行動概念の精緻化と測定尺度の開発を行った。調査プロジェクト II で
は、プロジェクト I で開発された革新的行動の尺度を用いて大規模な縦断的調査を実施し加齢と
の関係の検証を行った。調査プロジェクト III では、中高年人材の革新的行動を維持・促進する
複数の階層レベル（組織・職場・個人）に渡る諸条件要因の特定化を、マルチレベル調査デザイ
ンに基づくデータ収集・解析手法により検証を行った。 
 
４．研究成果 
 これまでの理論的かつ実証的検討で明らかとなった主な研究成果は以下の通りである。 
（1）理論的検討から得られた結果 
 既存研究では、創造的行動（creative behavior）と区別なく議論されてきた「革新的行動」を社
会的認知理論（social-cognitive theory, Bandura, 2012）に基づき、概念の精緻化をはかった。具体
的には、創造的自己効力感（creative self-efficacy）、説得自己効力感（persuasion self-efficacy）、及
び変化自己効力感（change self-efficacy）に基づき、新しいアイデアの「創出力」、チームや組織
で新しいアイデアを実行する「実現力」、そして職場における変化への「対応力」の 3 つの下位
次元を含む「革新的行動」概念を構築することができた。 
（2）実証的検討から得られた結果 
 45 歳以上の正規社員を対象に大規模な縦断的質問調査を実施し、これまでに同一の調査対象
者から 8 時点のデータを採取することに成功した。有効回答数は 4,785 である。収集されたデー
タの一部を用いて時系列分析を行った結果、福利厚生に関する人的資源管理施策（HR practices 
related to employee well-being）及び個人の職業の未来に関する時間的展望（occupational future time 
perspective）は、中高年人材の革新的行動を促進する調整要因であることが明らかとなった。 
（3）考察と限界 
 既存研究では、革新的行動は、組織の中の若年層もしくは現場の最前線のみに焦点を合わせる
ものがほとんどであるが、本研究は、組織内の人材の高齢化が進んでいる日本企業の中高年人材
の革新的行動の維持及び向上させる要因の解明を試みた点で一定の前進を示したといえる。さ
らに、先行研究では、革新的行動の先行要因として、個人要因（e.g., 革新的パーソナリティな
ど）のみに焦点を当てているのに対し、本研究では、組織要因（i.e., 従業員の福利厚生に関する
人的資源管理施策）が中高年人材の革新的的行動の促進につながることを示すものとして一定
の前進を示すものであり、経営者並びに人事担当者への実践的示唆点を与えることができた。 
 一方、本研究では、日本固有の社会的・構造的特徴が反映された革新的行動に対する中高年人
材の認識を明確にするために、人事担当者及び従業員（45 歳以上）を対象に半構造化インタビ



ュー調査を実施する予定であった。しかし、本研究課題の実施期間中に発生した新型コロナ感染
症の影響により、会社訪問や対面によるインタビュー調査の実施が困難となり、当初の予定通り
定性調査を実施することはできなかった。繰越年度に、ネットリサーチ専門会社に委託して、オ
ンラインによる個人及びグループインタビュー調査を実施することができた。しかし、調査会社
による調査対象者の選別やインタビュー時間における制限があり、意味のある結果を導くこと
ができなかった。 
（4）成果発信 
 上記の理論的検討及び実証的検討の一部の成果は、国際学術誌である Human Relations, 
Personnel Review, Journal of Leadership and Organizational Studies などに掲載された。また、現在、
Group & Organization Management と Culture and Organization に投稿した論文は、Revise & Resubmit 
(R&R) の結果をもらい、再投稿のために修正を行っている。 
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